
地
区
別
計
画 ◆地域活動の担い手の確保

◆隣近所と顔見知りの関係を強める共助の概念の普及、啓発
◆地域活動に参加したいができない方への支援策
◆子ども行事の活発化
◆要援護者の早期把握と具体的援護策
◆境川などの水害時の避難策
◆マニュアルを活かした災害時要援護者への対応

3 第５期計画に向けての課題

瀬谷北部地区別計画策定推進委員会
瀬谷北部町内連合会と瀬谷北部地区社会福祉協議会が中心となり
各種団体等と学校が協働する推進組織

4 推進母体

瀬谷北部地区

◆交流、啓発事業・高齢者への支援・子育て支援
◆防災訓練の拡充やグッズの配布など見守りと災害対策・障害者理解・広報の強化
◆自治会単位の食事会、サロンなどによる高齢者支援
◆移動販売による買い物弱者支援
◆町内会と地区社協共催による健康づくり（スポーツ体験会等）
◆地域と学校の交流（瀬谷支援学校、上瀬谷小学校）
◆地域ケアプラザとの連携による高齢者の生きがい支援
◆子ども食堂を通じての多世代交流
◆ホームページの開設

2 第1期～第4期で取り組んだ主な活動や事業

◆東中央部に旧上瀬谷通信施設（242ha、2015年返還）があり、
ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ ２０２７が開催予定。その後も地区の広範囲で新たな
まちづくりの計画がされており、将来大変貌が予想される。
◆北東部は企業の倉庫等工業エリア。
◆北西部は大規模マンション、住宅地があり、瀬谷区内では高齢化率が
低く、高齢者のいる世帯の割合も少ない地区である。

◆農振地区、農業地区として畑が多く残っている。

1 地区の概況
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